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政治 

【内政】 

●政権発足１００日【８日】 

閣僚・与党党首が政権発足後１００日を振り返り、

福祉国家、公衆衛生、不確実な時代における国民・

経済への支援により選挙公約を実現したと述べた。

ゴロブ首相は「私たちには冬を乗り切るための対策と、

３年後の生活を見据えた政策があり、これらは実行に

移されなければならない」と述べた。 

他方で、野党民主党（ＳＤＳ）と新スロベニア（ＮＳｉ）

は、ゴロブ内閣は物価上昇に対してより早く、より効

率的に行動すべきだったとし、事前の大きな期待に

は応えていないと考えている。社会対話の再開を歓

迎し、労働組合はこれまでの措置にほぼ満足してい

る一方で、雇用主は所得税改革の撤回を不服として

おり、エネルギー危機で打撃を受けた企業へのさらな

る支援を求めている。 

 

●１０月２３日の大統領選の候補者が出そろう【６日、

２０日、２１日、２６日、２９日】 

６日、新スロベニア党（ＮＳｉ）は、元労働大臣のヤネ

ス・ツィグレル・クラル氏を候補者に選出した。トニンＮ

Ｓｉ党首は、野党民主党（ＳＤＳ）のロガル元外相が選

挙戦を左派的に進めすぎたため、「伝統的な中道右

派の候補者」に道を開いたとした。 

 

 

 

 

 

２０日、プレビリッチ・コチェウイェ市長は、非議会政

党の緑の党ヴェスナと有権者の署名を提出し、正式

に大統領選挙に参加した。防衛学専門家であり、持

続可能な開発、若者、国の分権の必要性、公共シス

テムの解体の防止を中心に選挙に臨む。 

２１日、ロガル前外相は、必要な有権者署名５，００

０人分をはるかに上回る支持を得て、正式に立候補

した。ＳＤＳの支持も得ており、刺激的なビジネス環境、

若者の取り込み、グリーントランスフォーメーション、

そしてすべての政治家が参加する安全保障と外交政

策の促進を望んでいる。 

弁護士のピルツ＝ムサル氏も十分な署名を提出し、

正式に立候補した。過去から現在まで党員としての

重荷を負わず、人権と法の支配のための戦いにおけ

る２５年以上の経験をもって選挙に参加することを強

調した。主な優先事項は、開発と社会的結束のため

に重要な４つの分野、医療と年金改革、気候中立と

安全保障である。 

２６日、ＳＤのブルグレズ欧州議員は、自由運動党

（ＧＳ）とＳＤの支持を受け、正式に大統領選に立候補

した。国内外の市民と国家に対する責任ある奉仕を

通じて、大統領職に対する尊敬を回復することが主

要な目標になると述べた。 

左派党（Ｌｅｆｔ）のコルディシュ議員も正式に立候補

した。「ＮＡＴＯの集団思考」から脱却し、平和、非同盟、
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協力の政治を目指したいと考えているとし、左派党が

大統領選挙に参加するのは、社会や政治に発言力を

持たない労働者の声を届けるためであると述べた。 

２９日、世論調査では、弁護士のピルツ＝ムサル

氏とＳＤＳのロガル前外相、そしてブルグレズＳＤ欧州

議員が接戦を繰り広げる可能性が予想されている。 

 

●２０２１－２０２７年の結束政策を採択【１２日、２８

日】 

１２日、欧州委員会は、２０２１年－２０２７年欧州結

束政策基金３２億６０００万ユーロの使用についてス

ロベニアと合意した。同基金は技術革新と競争力を

高めることにより、地域間格差を是正することを目的

としている。フェレイラ結束・改革担当委員は、「資金

のかなりの部分がデジタル経済の発展と気候変動と

の戦いに投資される」ことを嬉しく思うと述べた。 

２８日、政府は、２０２１年－２０２７欧州結束政策プ

ログラムを採択した。欧州委員会に提出される前に、

国内の地域によって採択されることになっており、ＥＵ

から約５億ドルの資金を調達するには年末までに承

認されなくてはならない。イェウシェク・スロベニア欧

州結束政策担当大臣はフェレイラ欧州結束改革担当

大臣と署名したパートナーシップ協定とともに、本プロ

グラムは、２０２９年に終了する２０２１－２０２７年の

財政見通しにおけるスロベニアのＥＵ資金調達の基

礎となる。 

 

●駐米スロベニア大使の罷免【１３日、１６日、２１日】 

 １３日、外務省は、カイゼル駐米スロベニア大使が

ヤンシャ民主党（ＳＤＳ）党首に公電を漏洩した疑いで、

内部調査を開始した。ヤンシャ首相は、今月、大統領

候補ピルツ＝ムサル氏の支持を表明するための署

名送付先を公表するよう大使館に指示する公電のス

クリーンショットをツイッターに投稿していた。 

１６日、外務省によると、ヤンシャＳＤＳ党首に機密

外交文書を漏らしたのはカイゼル駐米スロベニア大

使であるという内部調査結果を受け、政府はパホル

大統領に同大使を召還するよう要請した。外交に関

する法律において、大使は政府の要請により大統領

が召還することになっており、１５日の議会において

召還の動議が可決された。カイゼル大使はヤンシャＳ

ＤＳ党首の側近である。外務副大臣を務めた後、２０

２０年末に駐米大使に任命された。第２次ヤンシャ政

権（２０１２～２０１３年）では首相府副大臣を務めた。 

２１日、パホル大統領は、政府からの求めに応じて

カイゼル駐米大使の罷免を決定した。パホル大統領

としては罷免を不釣り合いな措置と見なしている。 

 

 

 

●欧州議会、スロベニアのメディアの状況を懸念【１５

日】 

欧州議会は、２０２０－２０２１年基本的権利の状況

に関する報告書で、いくつかの分野について懸念を

表明し、加盟国に対して改善を呼びかけたが、スロベ

ニアにおけるメディアの自由の問題についても言及し

た。「ハンガリー、ポーランド、スロベニアにおけるメデ

ィアの自由のさらなる悪化と、メディア内の多様性を

減らし批判的な声を封じるために与党によって行わ

れた様々な改革に深い懸念を抱いている。」と報告書

には記載されている。 

 

●医師のストライキ【２１日】 

医師の労働組合ＦＩＤＥＳは、医師を公共部門の一律

賃金制度から除外し、職業別の賃金制度を創設する

という長年の要求を政府が認めない限り、１０月１９日

からゼネストを行うと発表した。ロレダン保健大臣は、

政府は医師やその他のグループを公共部門の給与

システムから引き離すことには賛成していないと述べ

た。 

 

●税法改正【２６日】 

政府は、財政再建とより分配的な税制の構築を目

指し、前政権が実施した減税を大部分で覆す５つの

税法の改正を確認した。このパッケージの中心は所

得税法の改正で、所得が最も低い人が恩恵を受ける。

個人事業主の納税額は増加し、家賃収入への課税も

増加する。農家は、物品税の引き下げにより、より安

いディーゼルを手に入れることができる。 

 

●２０２２年予算の修正【２８日】 

２８日、国民議会は、今年度補正予算とそれに付

随する実施文書を承認した。新型コロナウイルス流

行とエネルギー危機に対処し、結束政策を実施する

ため、歳出を現行の予算から６億４千万ユーロ増し、

過去最高の１４５億８千万ユーロとなる予定である。

歳入は１２５億ユーロを予定しており、約１０億ユーロ

（９％）の増加となる。主な新たな支出項目として、エ

ネルギー企業の国有化に備えて７億５０００万ユーロ

が計上されており、対象としては最大の天然ガス取

引会社ゲオプリンが最もありえると言われ、同社の筆

頭株主ペトロル社は、来る年次総会で資本再構成の

可能性があると述べている。 

 

●新電気通信法が可決【２８日】 

国民議会は、野党が提出した電気通信に関する法

案について、中国ファーウェイ社がスロベニアの通信

事業者に機材を販売することを阻止することを目的と

した条項や、市場規制当局の独立性を損なうと見ら

れる条項に大幅な修正を加えた上で可決した。改正

案では、重要インフラ管理者にモバイルネットワーク
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を提供する事業者に求められる追加セキュリティ要件

に関する規定が修正され、国家安全保障を脅かす可

能性のある機器の使用が禁止された。当初案では

「高リスク事業者」を市場から追放することを目指して

いた。 

 

 

●公共部門の賃上げ【２９日】 

政府と公共部門の労働組合は、賃金に関する合意

に達した。一律の賃上げと、特に最低賃金の労働者

に利益をもたらす選択的措置の組み合わせである。

１０月にはすべての賃金が４．５％上昇し、４月には公

共部門の被雇用者の大半が約４％の昇給となる。  
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【外政等】 

●スロベニア・フランス首脳会談【１日】 

１日、ゴロブ首相とマクロン仏大統領はパリで会談

し、電力価格に焦点を当てた。ゴロブ首相は、構造改

革が必要だというマクロン大統領の評価に同意し、

「欧州共通市場、特に電力市場が適切に機能してい

ないことが明らかになった」と述べた。 

ゴロブ首相は、マクロン大統領の支援のもと、北マ

ケドニアのＥＵ統合が前進し、７月に加盟交渉が開始

されるなど大きな進展があったことを指摘した。さら

に、ボスニア・ヘルツェゴビナ（ＢＨ）にＥＵ加盟候補国

の地位を与えるというスロベニアのイニシアチブに触

れ、これも戦略的に重要であると述べた。 

両首脳は、原子力エネルギーにおける協力、ウク

ライナにおける戦争、ＥＵ加盟国とＥＵ近隣諸国を結

びつける欧州政治共同体についても協議した。ゴロブ

首相は、原子力エネルギーに関する協力について、

技術面を含め、欧州の原子力ソリューションのような

ものを準備するために、ＥＵレベルで原子力を利用す

る国の同盟を見つけることに高い関心を持っており、

フランスは同分野の開発の先頭に立つ理想的な立場

にあり、スロベニアも同プロセスに参加したい旨述

べ、これが、スロベニアが期限と予算を決定して原子

力発電所の新ユニットを建設できるかどうかという問

題に対して数年以内に答えを出す唯一の方法である

と付け加えた。 

 

●パホル大統領のセルビア訪問【３日、５日、１２日】 

３日、パホル大統領はセルビアを訪問しブチッチ大

統領と会談した。ウクライナにおける戦争の西バルカ

ンへの影響と同地域のＥＵ加盟への道が主なテーマ

となった。 

５日、外務省は、セルビアがＥＵの対ロシア制裁に

加わるかどうかについて質問された際、ブチッチ大統

領が、スロベニアがコソボの独立を承認していること

を念頭に、「セルビアの領土一体性を侵したことのな

いロシアに制裁を課し、侵したことのあるスロベニア

に制裁を導入しないことを国民に対してどう説明すれ

ばいいというのか」と述べたことについて驚きを表明し

た。外務省は、スロベニアのコソボへの支援はセルビ

アに反対するものではないため、セルビアがスロベニ

アの立場を問題化することがないようにとの期待を表

明し、スロベニアによるコソボ承認とロシアのウクライ

ナに対する侵略を同一視することに対する断固とした

反対を表明した。同日、外務省はヴラトコヴィッチ・セ

ルビア大使を召還した。 

 １２日、ブルド・ブリユニ・サミット後、ブチッチ・セルビ

ア大統領は自身の発言をプレイダウンし、自身の発

言は修辞的表現であった、また、セルビアとスロベニ

アは、スロベニアによるコソボ承認にかかわらず、素

晴らしい関係を築いていると述べた。スロベニア大統

領府は、大使の召還は不要な動きであったと主張し

ていた。 

 

●ファヨン外相のアラブ連盟における演説【６日】 

ファヨン外相は、エジプトのカイロで開催されたアラ

ブ連盟の閣僚会議で演説し、主要なグローバルな課

題に対処するための協力と対話の重要性を強調し

た。また、２０２４－２５年の国連安保理へのスロベニ

アの立候補について説明した。 

 

●目時ＵＰＵ事務局長がスロベニアで郵便事業の将

来について議論【９日】 

万国郵便連合（ＵＰＵ）の目時事務局長とオズヴァ

ルドＵＰＵ次長（スロベニア出身）は、ストイメノヴァ＝

ドゥフ・デジタル変革担当大臣、ハン経済開発・技術

大臣、金融庁の代表、国営郵便会社スロベニア郵便

のココト取締役と面会し、郵便サービスの未来等につ

いて協議した。 

 

●ブルド・ブリユニ・サミットの開催【１２日】 

１２日、スロベニアのブルド・プリ・クラニュにおい

て、西バルカン諸国の首脳が、パホル大統領とミラノ

ビッチ・クロアチア大統領の主催するブルド・ブリユ

ニ・サミットに出席し、地域の安定に向けたＥＵ拡大の

重要性を強調した。両大統領は、ＥＵに対し、来るべ

き経済・エネルギー危機を乗り切るための支援、バル

カン諸国全体への査証免除制度の創設、ボスニア・

ヘルツェゴビナのＥＵ加盟候補国としての地位の年内

付与を強く要請した。パホル大統領は、各国首脳が、

分断よりも団結に焦点を当てたことを嬉しく思うと述

べた。ベガイ・アルバニア大統領、コムシッチ・ボスニ

ア・ヘルツェゴビナ（ＢＨ）大統領評議会（クロアチア

系）、ドディック同評議会議員（セルビア系）及びジェフ

ェロビッチ同評議会議員（ボシュニャク系）、ジュカノビ

ッチ・モンテネグロ大統領、オスマニ・コソボ大統領、

ペンダロフスキ北マケドニア大統領、ブチッチ・セルビ

ア大統領が出席した。 

首脳会談では、ＢＨの３民族の合憲性に言及した

宣言にしたいというクロアチア側の意向をめぐる意見

の対立から最終宣言が発出されなかった。一方でＥＵ

に対し、ＢＨを年内にＥＵ加盟候補国にすること、バル

カン諸国全体にビザなし渡航制度を導入すること、経

済・エネルギー危機の影響を軽減するためにこの地

域を支援することなどが要請する６つの決議が採択さ

れた。パホル大統領にとっては、これが最後のブル

ド・ブリユニ首脳会合となった（当館注：同大統領は１

２月に任期満了で退任予定）。パホル大統領は、西

バルカン地域の大西洋統合を推進するため、２０１０

年に当時のコソル元クロアチア首相とともに、首相と

して「ブルド・ブリユニ・プロセス」イニシアチブを立ち

上げた。 
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●ボクサー契約からの撤退【１５日】 

シャレツ国防大臣は、共同軍備協力機構（ＯＣＣＡ

Ｒ）プログラムからの４５台のボクサー装甲兵員輸送

車の購入に関する２億８１００万ユーロの契約を、取

引の監査が完了した後に取り消すと旨発表した。契

約違反金は７０００万ユーロに達する可能性がある。

ＯＣＣＡＲとの契約は、現政権側がこのような決定は

新政府に委ねるべきだと訴えたにもかかわらず、本

年春、ヤンシャ政権の最後の瞬間に締結された。 

 

●エリザベス英国女王死去【８日、１９日】 

８日、エリザベス２世の死去を受け、パホル大統領

は「ヨーロッパと世界の歴史に消えない足跡を残し

た」、「私たちは、揺るぎない信念と信頼を象徴する歴

史的人物を失った」と述べた。ゴロブ首相は、深い悲

しみを覚え、英国トラス新首相と英国国民に哀悼の意

を表し、「スロベニアは、この困難な時期にあなた方

の味方だ」と述べた。 

１９日、パホル大統領は女王の国葬に出席し、国

王チャールズ３世と英国王室の他のメンバーの招待

で、パホル大統領は女王が眠っているウェストミンス

ターホールで女王に敬意を表した。また、ランカスタ

ー・ハウスで女王への弔辞に署名し、チャールズ３世

が主催する首脳のためのレセプションに出席した。 

 

●スロベニア・ドイツ首脳会談【１９日】 

１９日、ゴロブ首相とドイツのショルツ首相は電話で

会談し、エネルギー危機と高騰する価格を緩和し、ガ

スと電力の需要削減を支援するためのＥＵの可能な

措置について意見交換を行った。ＥＵの迅速な対応と

加盟国間の連帯が重要であることを強調し、ゴロブ首

相は、インフレを通じて経済の他の部分に深刻な波

及効果をもたらしうる電力価格の変動に適切なセーフ

ガードを直ちに導入するよう要請した。 

両首脳は、欧州政治共同体の可能性と、西バルカ

ン諸国に対するＥＵの明確な展望の必要性について

も議論した。ゴロブ首相は、ＥＵの拡大が、同地域の

安全、安定、進歩にとって最善の保証となることか

ら、ベルリン・プロセスの継続を歓迎した。また、ボス

ニア・ヘルツェゴビナのＥＵ加盟候補国としての地位

について、今後数カ月の間に欧州理事会で議論する

必要性を強調した。 

ロシアのウクライナに対する侵略行為についても

協議され、ウクライナ側がスロベニアのＭ－５５Ｓ戦

車２８台を受け取る共同アクションに合意した。その

見返りとして、スロベニアは八輪フックローダー３５

台、八輪水タンク車５台を含むドイツ軍輸送車両４０

台を入手することになる。今回の交換は、スロベニア

とドイツの防衛協力の強化にもつながるものである。 

 

 

●イタリア選挙結果への反応【２６日】 

ゴロブ首相は、イタリア総選挙の結果を受けて、政

権の交替が二国間対話に影響を与えるとは考えてい

ないとした。ＥＵは同じ価値観、つまりファシズムの入

り込む余地がない戦後秩序の価値観に基づいてお

り、ＥＵ加盟国の政権の方向性が変わったとしてもそ

こまで懸念する必要はないとした。一方、野党民主党

（ＳＤＳ）は、イタリアの右派の勝利を祝福し、スロベニ

ア政府に対し、イタリアとの「良好な関係の向上」を呼

びかけた。ヤンシャＳＤＳ党首は、長年イタリアの右派

政党と緊密な関係を築いてきた。 

 

●パホル大統領とファヨン外相の国連総会出席のた

めのニューヨーク訪問【２１日、２７日】 

２１日、パホル大統領は第７７回国連総会一般討

論で演説し、平和、気候変動、多国間主義について

述べ、スロベニアが２０２４年から２０２５年にかけて安

全保障理事会の非常任理事国としての好位置にいる

と強調した。「我々は、真の対話と、共通の課題に対

する創造的かつ協力的な解決策の絶え間ない探求

に取り組んでいる」と述べ、「スロベニアには敵はおら

ず、世界中に友人しかいない」と付け加えた。 

２７日、パホル大統領とファヨン外相は、ニューヨー

クでスロベニアの非常任理事国選挙キャンペーンを

開始した。ファヨン外相は、スロベニアは小さいながら

も野心的で経験豊富な国であり、平和と安全を維持

し、対話を開き、民主的基準を守ることによってこの

激動の時代における国連の舵取りを助けることがで

きると述べた。 

 

●クラコチャル＝ズパンチッチ国民議会議長及びツェ

ラル元首相の訪日【２７日】 

ズパンチッチ国民議会議長は２９日まで日本を訪

れ、７月初旬に暗殺された安倍晋三元総理の葬儀に

参列した。スロベニア代表団の団長として安倍元総

理を偲んで献花を行った。 
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経済 

【エネルギー関連】 

●電気の自給率は７５％【４日】 

本年上半期、スロベニアで発電された電力は国内

需要の７４．４％で、前年比１２％減となり、過去１０年

で最も低い自給率となった。インフラ省のデータによ

ると、水力発電プラントは干ばつのため通常の半分し

か電力を生産できなかった。総発電量には、クルシュ

コ原子力発電所で発電された全電力の半分が含ま

れ、もう半分は発電所の共同所有者であるクロアチア

に送られる。 

 

●鉄鋼グループＳＩＪ、エネルギー価格の影響で減産

へ【６日】 

スロベニア最大の輸出企業の一つである鉄鋼グル

ープＳＩＪは、異常に高いエネルギー価格による不確

実性のため、９月に３分の１の生産を削減する。今年

最終四半期には４０％の減産が計画されている。上

半期はエネルギーや原材料の高騰を販売価格の引

き上げで何とか相殺したが、もはやすべての生産セ

グメントで不可能になったとし、政府の新たな施策を

期待している。 

 

●暖房用オイルが価格規制の対象に【９日】 

暖房シーズン開始前の生活費危機を緩和するため

に政府が９日に採択した法令に基づき、１３日から暖

房用オイルが価格規制の対象となる予定。小売業者

のマージンは１リットルあたり８セントに制限される

が、基本価格は政令で決められた計算式に従って算

出される。 

 

●一部企業のガス供給停止【１２日】 

価格の高騰と大規模なエネルギー危機のため、一

部の企業は近々天然ガスの供給を停止する予定。政

府による価格規制（天然ガスのキロワット当たり価格

を０．０７３ユーロに制限）に沿って、供給者が価格を

調整しなければならないことを受けて決定されたも

の。ドムパン社はクラン市周辺の顧客に対し、１１月

をもってガス供給を停止すると通知した。また、エネ

ルゲティカ・ツェリエ社は、政府が上限設定による不

足分をカバーしない場合、同様の措置を取ることを検

討している。 

 

●エネルギーの安定供給を確保するための３法案が

可決【１３日】 

国民議会は、エネルギー危機に備え、今冬の電気

とガスの安定供給を確保するための３法案を可決し

た。同パッケージには、ＥＵエネルギー市場外でガス

や電気を購入する際のエネルギー企業に対する国家

融資保証に関する法案、エネルギー供給における危 

 

機的状況を制御するための措置に関する法案、ガス

供給法の改正が含まれている。 

エネルギー供給における危機的状況を制御するた

めの措置に関する法案は、ガス・電気・熱供給におけ

る危機管理体制の確立を目的としており、電気とガス

の供給システムを接続し、ガス会社と電気会社に危

機の際の負担を平等に分散させることを主な目的と

している。同法案により、政府は国有企業に対し、エ

ネルギーの安定供給のための対策を開始するよう命

令することができるようになる。最悪の場合、システム

の個々の部分の管理と調整は、国家送電網運営会

社であるＥＬＥＳに委ねられることになる。また、政府

は高レベルのリスクを宣言することができ、宣言期間

中、発電所や熱共同生産施設は環境認可なしに燃

料を変更することができるようになる。さらに、同法案

により、政府が公共施設の温度を規定し、照明のレ

ベルを制限することができるようになる。同法案は、２

０２５年末まで有効となる。 

ガス供給法の改正により、供給業者が閉店した場

合でも、ガスが供給されない消費者が出ないことが保

証される。クメル・インフラ大臣は、代替供給者はエネ

ルギー庁が任命すると述べた。一般家庭のほか、幼

稚園、小学校、保健所など、いわゆる保護された消費

者に対しても代替供給が可能になる。同法改正には、

システム運用者であるプリノヴォディ社（Ｐｌｉｎｏｖｏｄｉ）と

各ガス供給会社を結ぶＩＴシステムも含まれている。 

エネルギー企業に対する国の融資保証制度は、ス

ロベニアの家庭や商業消費者へのエネルギー供給で

重要な役割を担っている国営企業ＧＥＮエネルギヤ、

ＨＳＥ、ゲオプリンは、ＥＵ域外でのガスや電力の購入

に対する国の融資保証を受けることができるようにな

る。各社は、融資元本の８０％を上限とする国家融資

保証を受けることができ、ＨＳＥの上限は元本８億ユ

ーロ、ＧＥＮエネルギヤとゲオプリンの上限はそれぞ

れ４億ユーロとなる。 

 

●ゴロブ首相がヴェレニェの炭鉱を訪問【１４日】 

ゴロブ首相は、ヴェレニェにあるスロベニアで唯一

稼働中の炭鉱を訪れ、石炭貯蔵所の状態を確認した。

石炭の在庫は２週間分しかないため、政府は鉱山の

所有者であるＨＳＥに、ショシュタン発電所で使用する

石炭の輸入を依頼した。これまでに約２，４００トンの

インドネシア産の石炭が到着している。ゴロブ首相は、

冬を前に、エネルギー危機に対処するため、ヴェレニ

ェの採掘量を一時的に増加させたい意向である。 

 

●インフラ省の自然エネルギーパッケージ【１９日】 

クメル・インフラ相は、再生可能エネルギーの利用

を促進するための施策パッケージを発表した。特に、

太陽光発電所と風力発電所の立地を簡素化し、２０２
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４年に化石燃料車に追加税を導入する計画である。

また、同省は太陽光発電所を計画し、そのような施設

がすぐに接続できるような数十のグリッド接続ポイント

を特定した。「これらのポイントを利用すれば、実際に

もっと多くの太陽光発電の可能性を確保し、１，７００

メガワット近くの電力を得ることができる」と述べた。 

 

●ＥＵの電力対策【３０日】 

３０日、クメル・インフラ大臣は、ＥＵのエネルギー担

当大臣が承認した電力料金の上昇に対処するため

の一連の措置を歓迎した。ＥＵ各国の大臣は、消費

量の削減の義務付けや、ガスよりも安価な技術を使

って発電する企業の収入に上限を設けるなど、主に

電力市場を対象とした規制について政治的な合意に

達した。クメル大臣は、中小企業向けの値下げを重

要な施策として強調し、遅くとも１月１日には中小企業

がその恩恵を受けられるだろうとした。 

 

●ガス供給安定化の取組【９日、３０日】 

９日、国民議会外交政策委員会は、ガス供給の安

全性を守るための連帯措置に関するクロアチアとの

協定を承認した。同協定により、両国は供給危機の

際に互いに支援を要請することができる。イタリアと

の同様の協定はすでに批准されている。現在、オー

ストリアとの間でも同様の協定の協議が行われてい

る。 

３０日、クメル大臣は、スロベニアはアルジェリアか

らの液化天然ガス（ＬＮＧ）供給を確保しようとしている

と述べた。ＬＮＧの追加供給に関しては、スロベニア

は「１０年以上前に何らかの形で放棄した、既に試さ

れたモデル」であるアルジェリアからの供給ルートに

賭けていると述べ、クロアチアとの連帯ガス供給契約

もまもなく締結される予定であることを付け加えた。 

 

【その他】 

●７月の貿易統計【２日】 

７月の貿易統計は、前年比で輸出が３４．５％増（４

６億ユーロ）、輸入が３６％増（４７億ユーロ）となった。

ＥＵ諸国が輸出の５７．５％、輸入の５９％を占める。

１月～７月の輸出額は前年比３２．６％増、輸入額は

４６％増となっている。 

 

●メルカトル社の業績【５日】 

メルカトル社の年次報告書によると、２０２１年の売

上高は２０２０年より１．６％増の２２億ユーロ、純損失

はほぼ１５万７０００ユーロから２，１５０ユーロに減少

した。ただし、投資不動産の再評価による損失を除く

と、２０２１年には３９０万ユーロの純利益を計上す

る。昨年、すべての部門で成長を記録したが、中でも

主力の小売事業が最も大きな伸びを示したとチズミッ

チＣＥＯは述べた。 

●IMADの経済成長率予測【１５日】 

マクロ経済分析・開発研究所(IMAD)は、エネルギ

ー危機にもかかわらず、スロベニア経済の今年の成

長率予測を０．８ポイント引き上げ、５％とした。しか

し、２０２３年の見通しは大幅に下方修正し、春時点

の３％から１．４％に半減させた。ＩＭＡＤのベドナシュ

氏は、本年の改善は、主に上半期の好調なトレンド

と、予想以上に消費が伸びたことによるものであると

述べている。 

 

●ソブリン・ホールディング、サヴァ社の株式取得を

完了【１５日】 

スロベニア・ソブリン・ホールディング（ＳＳＨ）は、ヨ

ーク・グローバル・ファイナンス・オフショアから観光会

社サヴァの株式４３．２％の取得を完了したと発表し

た。これは国営の観光ホールディングの設立に向け

た重要なステップと見られている。ＳＳＨは３，２００万

ユーロで株式を購入し、ＳＳＨが運営する国営ファンド

のＫＡＤは６００万ユーロ弱に相当する債権を購入し、

両者を合わせてサヴァ社の９０％弱を所有することに

なる。 

 

●クラス地方の山火事被害【１６日】 

７月１７日から８月１日にかけて南西部クラス地方

で発生した山火事は、これまでで最悪の被害をもたら

し、２，６８８万ユーロ相当の被害が発生した。最も被

害が大きかったのは森林で約２，５００万ユーロ、次い

で農地（５７９，２００ユーロ）、企業（３６９，０００ユー

ロ）となっているが、死者はなく、家屋も燃えていな

い。 

 

●洪水被害は約８００万ユーロ【１９日、２１日】 

１９日、ブレジャン環境相は、豪雨と洪水の影響を

強く受けた南部のコルパ川沿いを訪問した。関係者

は被害額が自然災害後の国家支援対象限度額であ

る３５０万ユーロを超える可能性が高いと述べた。 

 ２１日、大雨の被害額は、７７０万ユーロと見積もら

れた。被害は２７の自治体で記録され、最もひどかっ

たのは南東部のオシルニカとコステルで、推定被害

総額の半分ほどを占めたと見られる。 

 

●食料品価格を追跡するウェブサイト開設【１９日】 

生活費危機を対象とした政府の施策の一環として、

消費者が２０の基礎的な食料品の小売価格を比較で

きるウェブサイトが開設された。消費者は、メルカトル、

シュパー、トゥシュ、エングロトゥシュ、ホフェル、リデ

ル、ユーロスピンの小売チェーンの価格を比較し、価

格だけでなく、個々の製品の産地や品質に関する情

報を得ることができる。シンコ農業大臣は「インフレに

よる食料価格の高騰と購買力の低下に直面している

家庭を保護し、国民全体を支え、食料サプライチェー
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ン全体に価格上昇の負担を分散させる」ことが目的と

述べた。 

 

●５億ユーロの債券発行【２１日】 

スロベニアは、５億ユーロ相当の１６年債（年間ク

ーポンレート２．２５％）を追加発行した。この資金は、

２０２３年と２０２４年に返済期限を迎える債務の一部

を繰り上げ返済するために使用される予定。これによ

り、スロベニアが２０１６年２月に１５億ユーロの金額

で初めて発行したＲＳ７７債の額面総額は３８億３００

０万ユーロに増加した。また、スロベニアは２０２３年

満期のＲＳ８３ユーロ債を２億９２４０万ユーロ、２０２４

年満期のＲＳ６６ユーロ債を６９０万ユーロ買い戻し

た。 

 

●第２四半期の住宅価格、前年同期比約１６％上昇

【２３日】 

スロベニアの住宅価格は第２四半期も上昇を続

け、前四半期の平均を３．５％上回り、前年を１５．

６％上回った。しかし、取引額は前年同期比で減少し

た。新築住宅の価格は前四半期比で９．５％上昇し、

前四半期の６．８％下落を補って余りあるものだった。 

 

●観光の回復、新記録を見込む【２３日】 

ピークシーズンを含む今年１～８月で、外国人観光

客は新型コロナウイルスが流行した２年ののち、大き

く回復している。入国者数は４３０万人に達し、前年比

８３．６％増、宿泊施設での宿泊数は１，１７０万泊を

記録、前年比約６９％増、２０２１年通年を上回った。 

 

●９月の企業景況感、悪化【２３日】 

企業景況感は、８月に上昇した後、９月は前月比で

低下した。製造業の景況感が最も影響を受け（－２．

５ポイント）、次いでサービス業（－１．３ポイント）、小

売業（－０．３ポイント）、消費者（－０．３ポイント）、建

設業（－０．２ポイント）の５指標すべてにおいて低下

したことが響いた。 

 

●２０２１年の政府赤字はＧＤＰ比４．７％【２３日】 

２０２１年の一般政府赤字は２４億４０００万ユー

ロ、国内総生産（ＧＤＰ）の４．７％となった。３月の当

初予測ではＧＤＰの５．２％とされていたのが、３億１０

００万ユーロ減少している。一般政府総債務はＧＤＰ

の７４．５％で、当初予測より０．２ポイント少なかっ

た。 

 

●ＥＢＲＤの成長率見通し【２８日】 

欧州復興開発銀行（ＥＢＲＤ）は、スロベニアの今年

の経済成長率見通しを２．５ポイント引き上げ６％とし

たが、来年の成長率はわずか１．８％に鈍化すると予

測した。今年の予測について、本年の残りの期間で

家計が支出を大幅に削減した場合は下方に傾くと警

告している一方で、２０２３年の減速は主に内需の落

ち込みとユーロ圏経済の弱体化によるものと予想し

ている。 

 

●穀物やトウモロコシの作物は昨年を下回る【２８日】 

スロベニアの今年の穀物の生産量が昨年より若干

少なくなることが判明した。パンに使用される穀物の

収穫量は２％減の１４万４千トン強で、そのうち小麦

は１５万トンと２０２１年と同程度だったが、飼料用穀

物の生産量は６％減の１４万７００トン弱。トウモロコ

シの生産量には特に夏の気候の影響を大きく受け、

昨年の４分の１程度下回る見込み。 

 

●年間インフレ率は１％低下し１０％に【３０日】 

統計局の最新データによると、９月の年間インフレ

率は８月に比べ１％ポイント低下し１０％となった。イ

ンフレの主な原因は食料品価格の高騰である。月間

レベルでは、主に電気料金の上限設定により、０．

９％低下した。 
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治安 

●殺人未遂事件【４日】 

５日夜、マリボル公園で２２歳の男が２０歳の女性

を襲い、女性の腹部をナイフで数回刺し、親指を切り

落とし、顔を切りつける事件が発生した。警察官によ

り阻止されたが、男は女性を殺害する計画を立てて

いた。被害者は犯人からスト－カ－行為を受けてい

たが警察には相談していなかった。 

 

●殺人未遂事件【４日】 

４日夜、南部のブレジエ近郊で２５歳の男が２２歳

の男性を銃で撃ち殺害した。さらに１９歳から２７歳ま

での３人も銃撃で負傷したが、命に別状はない。犯人

の男は逃走したが、翌日朝逮捕された。 

 

●殺人事件【１１日】 

１０日夜、ムルスカソボタで、４６歳の男が３５歳の

不倫相手と口論になった末、暴行して殺害する事件

があった。犯人は警察に逮捕され捜査が行われてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会・文化・スポーツ 

【スポーツ】 

●カヤックのスラボトニック選手、２位入賞【３日】 

スペインで開催されたＩＣＦカヌー・カヤック・スラロー

ム・ワールドカップ決勝で、スロベニアのマルティン・

スラボトニック選手が２位に入賞。 

 

●新体操世界選手権で銅メダル【１６日】 

新体操エカテリーナ・ヴェデネエワ選手（２８歳）が、

新体操世界選手権のリボン競技で、スロベニアにとっ

て今大会初のメダル獲得となる銅メダルを獲得。２０

１８年からスロベニア代表として活躍し、新体操世界

選手権での最年長出場者となった。 

 

●ＮＢＡドンチッチ選手の分身「Ｌｕｋ．ＡＩ」【２２日】 

ダラス・マーベリックスのスーパースター、ルカ・ドン

チッチ選手が、自身のバーチャル版のメタヒューマン

「Ｌｕｋ．ＡＩ」を公開した。ファンとの交流で成長するメタ

ヒューマンを持つ最初のアスリートとなった。Ｌｕｋ．ＡＩ

について「私のように見え、私のように話し、独自の個

性を持っている。でも、私の方がまだ彼より格好いい」

と述べた。 

 

●世界選手権シングルスカルで銅メダル【２３日】 

チェコのラチツェで開催された世界ボート選手権大

会のシングルスカル部門でスロベニアのライコ・フル

ヴァト選手が銅メダルを獲得した。フルヴァト選手にと

っては主要大会で４つ目のメダルとなり、２０１５年に

銀メダルを獲得して以来の世界選手権表彰台となっ

た 

 

【社会・生活】 

●自殺者数が増加【７日】 

国立公衆衛生研究所は、９月１０日の世界自殺予

防デーに先立ち、２０２１年のスロベニアの自殺者は

男性３３８人、女性９４人の合計４３２人で、２０２０年

より６３人多いと発表した。２年間にわたる新型コロナ

ウイルス流行の影響が指摘されている。 

 

●インターネットが１０代の少女に与える影響【１４日】 

リュブリャナ社会科学部の社会情報学センターが

運営する、安全で責任あるインターネットの利用促進

啓発センター（Ｓａｆｅ．ｓｉ）がプライマリー３年生の４８６

名とセカンダリーの２４６名を対象に実施した調査に

よって、女子は男子よりもインターネットから強く影響

を受けることが明らかになった。プレッシャーを感じた

り、他人と自分を比べたり、睡眠時間が短かくなった

り、否定的なコメントに影響を受けたりする傾向が強く

見られた。 
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●男女の賃金格差は依然大きい【１７日】 

統計局の暫定データによると、スロベニアの２０２１

年の平均月給総額は２，１３８ユーロで、２０２０年に

比べて１０．１％増加した。平均して、男性の月収は２，

１６５ユーロ、女性の月収は２，１０７ユーロで依然とし

て男性の月収の方が高い傾向にあった。 

 

●ノヴァ・ゴリツァとゴリツィア、バスで結ばれる【１９

日】 

新型コロナの流行により２年間停止していたノヴ

ァ・ゴリツァとイタリアのゴリツィア間を結ぶ国際都市

バスが再開した。運賃は１．３０ユーロで据え置かれ、

毎日片道１０便が運行される。 

 

●スキー場ではエネルギー危機への懸念【２６日】 

スロベニアのスキー場は、ウィンターシーズンを前

に、エネルギー価格の高騰を懸念している。すでにス

キーパス料金の値上げが発表されているところもあり、

スキーリフトの運営会社は、政府の対策に期待してい

る。北西部でカニンスキーリゾートを運営し、スロベニ

ア・スキーリフト・オペレーター協会の代表も務めるバ

ダリッチ氏は、「２年間の新型コロナウイルス流行によ

る規制と３年前の雪不足に続き、また厳しいシーズン

がやってくる」と述べた。 

【その他】 

●１０軒がミシュランの星を獲得【８日】 

レストラン、ヒシャ・フランコが、今年のミシュランガ

イドスロベニアで２つ星を維持し、国内の１つ星レスト

ラン数は６から９に増加した。ミシュランガイドの国際

ディレクターは、プレスリリースで「ミシュラン・スロベニ

アガイド第３版は、国中で感じられる美食の水準の向

上を反映している」と述べた。また、ヒシャ・フランコの

ロシュ・シェフは、世界のシェフのトップ１０に再び名を

連ねた。今年はランクを２つ下げての９位だったが、

女性シェフとしては、最上位をキープした。 

 

●持続可能な旅先上位１００都市に７都市がランクイ

ン【２８日】 

アテネで開催されたグローバル会議「Ｇｒｅｅｎ Ｄｅｓ

ｔｉｎａｔｉｏｎ Ｄａｙｓ」で発表された今年の「Ｔｏｐ １００ Ｇ

ｒｅｅｎ Ｄｅｓｔｉｎａｔｉｏｎｓ」に、スロベニアの７都市がラン

クインし、持続可能な観光のさらなる発展に関連した

活動が評価された。高い評価を受けたのは、リュブリ

ャナ、マリボル、ミレン・クラス、ロガシュカ・スラティナ、

ログラ・ポホリエ、イェルザレム、ヴィパヴァの各都市。 
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スロベニア日本国大使館 
電話：＋３８６－１－２００－８２８１又は８２８２、Ｆａｘ：＋３８６－１－２５１－１８２２、Ｅｍａｉｌ：ｉｎｆｏ＠ｓ２．ｍｏｆａ．ｇｏ．ｊｐ 

Ｗｅｂ：ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｉ．ｅｍｂ－ｊａｐａｎ．ｇｏ．ｊｐ／ｗｅｂｓｉｔｅ＿ｊｐ／ｉｎｄｅｘ＿ｊ．ｈｔｍｌ 

●本資料は、スロベニアに関心のある方であれば誰でも受け取ることができます。新たに配信を希望される方、あ

るいは今後配信を希望されない方は、以下のメールアドレスにご連絡ください。 

 ｉｎｆｏ＠ｓ２．ｍｏｆａ．ｇｏ．ｊｐ 

★在スロベニア日本国大使館のフェイスブックもご覧ください！ 

スロベニアにおける日本の外交活動、文化行事のお知らせ等の情報を随時発信しております。 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｆａｃｅｂｏｏｋ．ｃｏｍ／Ｅｍｂａｓｓｙ．ｏｆ．Ｊａｐａｎ．ｉｎ．Ｓｌｏｖｅｎｉａ 

★スロベニア人向けニュースレター「Ｌｉｖｉｎｇ ｉｎ Ｊａｐａｎ」のご紹介 

当館では、毎月スロベニア人向けに日本紹介のニュースレター「Ｌｉｖｉｎｇ ｉｎ Ｊａｐａｎ （Žｉｖｌｊｅｎｊｅ ｎａ Ｊａｐｏｎｓｋｅ

ｍ）」をスロベニア語で発信しています。今年は各都道府県に焦点を当てて、各地の歴史・産業・観光・物産品等を

紹介してまいります。このニュースレターは当館のホームページでも公開しておりますので、どうぞご覧下さい。ｈｔｔｐ

ｓ：／／ｗｗｗ．ｓｉ．ｅｍｂ－ｊａｐａｎ．ｇｏ．ｊｐ／ｉｔｐｒ＿ｓｉ／Ｚｉｖｌｊｅｎｊｅ＿ｎａ＿Ｊａｐｏｎｓｋｅｍ．ｈｔｍｌ 

 

【領事班からのお知らせ】 

【領事班からのお知らせ】 

●新型コロナウイルス感染症に係る水際対策の見直しが決定し、１０月１１日（日本時間午前０時）以降、短期滞在

査証の査証免除措置の適用が再開され、パッケージツアー以外の観光客も入国可能となるなど、措置の内容に大

きな変更があります。詳細は、当館ホームページの以下のリンク先をご確認ください。 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｓｉ．ｅｍｂ－ｊａｐａｎ．ｇｏ．ｊｐ／ｉｔｐｒ＿ｊａ／１１＿０００００１＿００６９５．ｈｔｍｌ 

●スロベニアに９０日以上滞在される方は、在留届を提出してください。在留届の提出は、オンライン在留届（ＯＲＲ

ネット）が便利ですので、ぜひご利用ください。なお、過去に書面で在留届をご提出されている方でも、当館窓口にお

いてお手続きいただくことで、オンライン在留届への切替が可能です。切替をご希望の方は、当館領事警備班まで

お問合せください。 

【外務省オンライン在留届】： ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｅｚａｉｒｙｕ．ｍｏｆａ．ｇｏ．ｊｐ／ 

●当地での在留許可取得や在留許可延長手続の際に必要となる警察（犯罪経歴）証明については、申請から交付

までに約２～３か月かかります。お手続きに必要となる期間をあらかじめ考慮していただき、余裕を持って申請を行

っていただくようお願いいたします。 

 

【参考情報】 

１．外務省海外安全ホームページ 

本サイトでは、各国・地域での新型コロナウイルスの発生状況、新型コロナウイルス（日本からの渡航者・日本人に

対する各国・地域の入国制限措置及び入国・入域後の行動制限）等の情報を掲載しています。 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ａｎｚｅｎ．ｍｏｆａ．ｇｏ．ｊｐ／ 

 

２．たびレジ簡易登録 

本サービスは、メールアドレスとメール配信を希望する国・地域を選択するだけで、当該在外公館から領事メールを

受信することが出来ます。ぜひご活用下さい。 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｅｚａｉｒｙｕ．ｍｏｆａ．ｇｏ．ｊｐ／ｔａｂｉｒｅｇ／ｓｉｍｐｌｅ／ｒｅｇｉｓｔｅｒ 

 

３．スロベニア国立公衆衛生局は、国内状況や感染予防の方法等について公開しています。 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｎｉｊｚ．ｓｉ 

（主にスロベニア語） 

４．スロベニア政府が、新型コロナウイルスに関する特設サイトを開設しました。コロナウイルスに関連した保健省の

特設電話番号はこちらに掲載されています。 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｇｏｖ．ｓｉ／ｅｎ／ｔｏｐｉｃｓ／ｃｏｒｏｎａｖｉｒｕｓ－ｄｉｓｅａｓｅ－ｃｏｖｉｄ－１９／ 
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５．新型コロナウイルス感染症に備えて ～一人ひとりができる対策を知っておこう～（首相官邸） 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｋａｎｔｅｉ．ｇｏ．ｊｐ／ｊｐ／ｈｅａｄｌｉｎｅ／ｋａｎｓｅｎｓｈｏ／ｃｏｒｏｎａｖｉｒｕｓ．ｈｔｍｌ 

 

６．新型コロナウイルス感染症に関する情報について（厚生労働省）ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｍｈｌｗ．ｇｏ．ｊｐ／ｓｔｆ／ｓｅｉｓａ

ｋｕｎｉｔｓｕｉｔｅ／ｂｕｎｙａ／００００１６４７０８＿００００１．ｈｔｍｌ 

 

７．リュブリャナ空港ホームページ 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｆｒａｐｏｒｔ－ｓｌｏｖｅｎｉｊａ．ｓｉ／ｅｎ．ｈｔｍｌ 

 

８．スロベニア政府の下記のツイッターアカウント等で、随時情報発信が行われておりますので、こちらもご確認くだ

さい。 

●政府（英語）：ｈｔｔｐｓ：／／ｔｗｉｔｔｅｒ．ｃｏｍ／ｇｏｖｓｌｏｖｅｎｉａ 

●政府（スロベニア語）：ｈｔｔｐｓ：／／ｔｗｉｔｔｅｒ．ｃｏｍ／ｖｌａｄａｒｓ 

（英語版と若干内容が異なります。） 

●外務省：ｈｔｔｐｓ：／／ｔｗｉｔｔｅｒ．ｃｏｍ／ｍｚｚｒｓ 

（主にスロベニア語） 

●保健省：ｈｔｔｐｓ：／／ｔｗｉｔｔｅｒ．ｃｏｍ／ｍｉｎｚｄｒａｖｊｅ 

（主にスロベニア語） 

 

【広報文化班からのお知らせ】 

●スロベニア語字幕付Ｊａｐａｎ Ｖｉｄｅｏ Ｔｏｐｉｃｓ配信中 

 当館ＹｏｕＴｕｂｅチャンネルにおいて、日本の文化や技術を紹介するＪａｐａｎ Ｖｉｄｅｏ Ｔｏｐｉｃｓのスロベニア語字幕

版（英語音声）を配信しております。 

Ｅｍｂａｓｓｙ ｏｆ Ｊａｐａｎ ｉｎ Ｓｌｏｖｅｎｉａ － ＹｏｕＴｕｂｅ 

●最新情報は、当館フェイスブックでチェック！ 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｆａｃｅｂｏｏｋ．ｃｏｍ／Ｅｍｂａｓｓｙ．ｏｆ．Ｊａｐａｎ．ｉｎ．Ｓｌｏｖｅｎｉａ／ 

 


